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のではなく，今もってその丁丁なるこ「とも豊門ミと考へられる。これヒ門門して

鼠痴一丁（エ929＞の婁験・は興瞭ある麺であ弍＄｝被醸纏緒巌壷に葬舞結

炭について溶媒‡由蝋を・膏い，当時軸結威：・念と霞され込柚嵐物を再産i粘結

栽蹴渣と非粘結淡蹴激加へて働精結葵腹を論べ鍵こ5勉鋤如
く粘営営瞬由出惜下上駿粘結漁麟寅惜物を加へた場含霞勿論灘お結巌

の抽童物を加へても粘結するに封ら訓三回二二の門門ヒはド鋳れの抽嵐物

を力巌ふ為毫i門下むないミとを発翼し夜のである。oれにより氏は津占緒ノ注が

糠撰識澄の姓重によるとなす説を凝｝凱たのである一bも著看あ議を以って

’読増すればよく了解がっくであろう。

　5粘結諸読との寓聯について・　勇三表弘類嘱するものは加・

熱た際して粘・結嵐分が他の糠粘緒物を湿平しヱは粘下してこれが温叢⑳上

昇と1共に分．解して雌口分・を溌生す：る「ミとにより塊．獣に固イヒすると’なすものであっ

て，その平群’とこて茄緒蹴分め澄繭・隣（漱戚砒3ρ妃二二ρ車引な粧藩・ISI：ぐ・Zff9一

翫痂誠ごtdn＄　pusr・吻）鰭へてK・・る・こ磯継体に漁・て無理凹いも

のと考へられるが，先に違べ施旧く三三なる粘結威分の鍛ど否髭されんとし

てい：る今該ヒ於いて蚤少妥当：性を欠いていることは畢はれないゼ僻しなぶらこの

三下によって蹄晶成長繰賜ならしめる状態宕§得られみと考へれば㌧こ㌧Ce



第二図．（：油財物寒威渣）の粒結ソ1生
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粘結．蔵ン分・と：譲繋き緒論と

の輝臨強が導入健られて

令細脈なものとなるで薦ら

う、血管額，捻1粘舗灰塵分・とい

ふ着を離れて畢に…鐘々⑪

規象鶴莞隠して，或麗象の

牲籔によっ・（霜壷網を：鱒

かんとせるものと麩、捻れ

る乃㍉Oの特歎撫：る現象

こそ筆着の総嫁締醜成接心伴を充足せしめる肋とい5・こと泰できるのであ

る。矛乏類の膠論説は競近の考であってK・rediZ。DZ・9Zよれば蕩嵐の聡媒繭出

物馳ビ知づンと鞭樋沸劔齢っ・・Opa・6eCで溶媒焔油靴
・分場櫓とから滋）り，油相はビチューメンで，分山相は保議ビチューメンをi愚く

i結令麹色フミン潰であるといふ．これに比いて無膚身由淑に於ける柚獣外為海嫌

の畜類たよりて憤ること亜ぴに油旗湛巌：の高趣臨支配されること等を巧雄説
　　ず蝋している．「石巌車乞油に際（．熔融する現象は熔融せるビチューメソヒ対採る

ふつミンの分画で誌り，これがふ繭1してガ’ズを発・生し、コークスを残すものであっ

て，粘；締柱はビチューメンの量ヒ」寅に恕するものでは敷くiビチューメンとコミン．頂

縮勲滋著能或は親蜘加¢よ噛めで薦らう。從ってツ。ミンゑの巌イヒの程滅ぶ
　　　　　　　　　轡）　　　　　　　　　　これを著者をして説明せ1，もればビチュ＿メン箆対して終身的岡寄となる。」

フミンが分・二敵する＝とによって締贔｝鉱振菰貿脅はれ易い獄：態ができ，その1撲：態

偽於いて揮発合が薬生して分餌炭素を費嘉せしめると，これ献銑唇の核と緒

劃して核を成転せしめ，発寵した結晶を締累寸ると老へるのであみ謬競るにオー

類の湿蝕法をつぎこんで行けば誤納類に近づ《のであ9，而して何れ肋誠鼓

の考をとりλれ笥2とにまり一層明瞭シ。コーク：先回成の微構の本籔に垂れる

こと劔できる瀞一涛工灘三に分類し総漁表滅菌な観察勧であって漫

の本重は何れも共鑑なものと考へられるu以上の如く論e・無れば締贔凱畏を

，主張でる著者の競は麟営説と褥等矛盾す蕊のではなく，却ってその短を補ふ

役を暴すもので懸り，ヌー白州飛に晃えは寸る奮，懸艶形康豪も＝叉極微結・滋で

あるピする現准の学競応若し譲〔）なしとすれば，決して蕪選からぬ帰結であ

る之とが了銘していたS’けると思ふ．たS’此酋・に遺・感魯ことば緒霊威装溺

容易に行は恵る菰態を貌嵐秘條件とは何ぞといふ陶悪匙あ翫而してこれ

は箪看の親在の知譲こによっては啓へることボで速な・・のであ吟欧や後の研



　悠2
窺に：期特す為次矛である。

　丁緒藷ン恥似の燃焼特働累験蜘了綜9・そ磁翻継を結
晶威装の帰鯖比て考へ徴至った．の覧こ糖粘網鞭妃樋翫て澱裁の
粘驚徴構を論鱈併せ：て藷説との風耕を論6悔。コークズの憲趨：は結局に於

いて撒結贔の成長縦基く、と考へるものであって障れボ覇緒両懸研究上多

少と｛識意を得ら熱ぼ幸である．本研究獄皮部省科学研挙讃の捕助を
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